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④ 出題の意図

公募推薦Ⅰ期

化学基礎

いずれも教科書の例題や章末問題で扱う基礎基本的なレベルの問

題である。Ⅰ物質の状態変化に関する問題、Ⅱ化学結合（イオン

結合・共有結合・金属結合）に関する基礎的知識を問う問題。Ⅲ

物質量に関する問題や化学反応式を用いて量的関係を扱う基礎的

内容に関する問題。酸・塩基に関する基本的な内容を問う問題。

Ⅳ酸化還元に関する電子の移動に着目したイオン反応式の完成

と、導いたイオン反応式から量的関係を用いた未知の水溶液の濃

度を求める問題である。高校時代に化学基礎の授業にしっかり取

り組んでいれば、解答を導くことのできる素直な問題で構成され

ている。

①大学(薬･香薬以外)・短大
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理 工 学 部
人間生活学部
保健福祉学部 　 選択
総合政策学部
文 学 部

化学基礎	 推薦Ⅰ期
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（答）1.0 'Ω"

⑶

（導出過程）
RAD = R1 + RBC + RCD

= 3.0 + 1.5 + 1.0

= 5.5

（答）5.5 'Ω"

⑷

（導出過程）
55 = I1 * RAD が成り立つから，

I1
55

5 5
10= =

.
（答）10 'A"

⑸
（導出過程）
P1 = I12 * R1 =(10)2 * 3.0 = 300

（答）3.0 * 102 'W"

2

⑴
（導出過程）
Q 1 = I * V * t = 4.0 * 20 * 60 = 4800

（答）4.8 * 103 'J"

⑵

（導出過程）
電熱線 1の抵抗値を R1とすると，
20 = 4.0 * R1 となる。よって，

R1 = 5.0

電熱線 2の抵抗値を R2とすると，R2 = R1 ÷ 2

となる。よって，

R2 = 2.5

よって，20 = I2 * 2.5 が成り立つから，

I2 = 8.0

（答）8.0 'A"

⑶
（導出過程）
Q 2 = I2 * V * t = 8.0 * 20 * 60 = 9600

（答）9.6 * 103 'J"

Ⅲ

1
⑴ ⑵

4.9 g 0.5 mol/L

2
⑴ ⑵ ⑶

6 3.36 L 13.4 g

3
⑴ ⑵

pH = 1 pH = 3

4
⑴ ⑵ ⑶

NH3 H2SO4 Ca(OH)2

Ⅰ

1

2

イオンの化学式 イオンの名称

⑴ F- フッ化物イオン

⑵ Ca2+ カルシウムイオン

3

⑴ ⑵ ⑶

ア エ カ

⑴ ⑵ ⑶

Li N Na

Ⅱ

1
ア イ ウ

静電気 不対電子（価電子） 自由電子

2 ④ ⑥

3

4 0.24 mol (2.4 * 10-1 mol) 4.5 * 1020個

⑴ He：

⑵ ① BCl3 ② Al2O3

Ⅳ

1
⑴ ⑵ ⑶

0 +7 +6

2
⑴ ⑵

オ ア

3
⑴

ア イ ウ エ

6 5 5 8

⑵ 9.0 * 10-2 mol/L
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